
ｓ
ｈ 

                             

                              

                              

妙
光
院
の
馬
頭
観
音 

 

王
子
動
物
園
の
西
側
、
神
戸
文
学
館
や

王
子
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
横
の
急
な
坂
道

を
上
っ
て
行
く
と
、
摩
耶
山
へ
の
登
山
口

の
手
前
、
青
谷
の
高
台
に
護
法
山
妙
光
院

と
い
う
天
台
宗
の
お
寺
が
あ
り
ま
す
。 

門
を
入
る
と
、
正
面
の
石
段
の
上
か
ら
、

日
本
最
大
で
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
の
馬
頭
観

世
音
菩
薩
像
が
厳
し
い
表
情
で
こ
ち
ら
を

見
下
ろ
し
て
い
ま
す
。 

馬
頭
観
音
菩
薩
は
、
他
の
観
音
菩
薩
と

は
異
な
っ
た
憤
怒
の
形
相
を
し
て
い
ま
す
。

仏
教
の
六
道
の
う
ち
の
畜
生
道
を
司
る
こ

と
か
ら
、
馬
や
家
畜
の
守
護
神
と
し
て
戦

で
馬
を
使
用
し
た
武
士
、
農
作
業
や
荷
物

の
運
搬
で
馬
と
生
活
を
共
に
し
て
い
た

人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

妙
光
院
の
馬
頭
観
音
は
昭
和
八
年
（
一

九
三
三
）
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
寺
の
前
の

山
道
で
、
馬
が
荷
車
を
引
い
て
困
っ
て
い

る
様
子
を
、
当
時
の
住
職
が
哀
れ
に
思
い

建
立
し
た
そ
う
で
す
。
現
在
の
像
は
再
建

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
乗
馬
や
競
馬
な
ど

馬
に
関
わ
り
愛
馬
の
無
事
を
願
う
人
々
だ

け
で
は
な
く
、
犬
や
猫
の
健
康
を
願
う

人
々
な
ど
、
多
く
の
人
が
参
拝
に
訪
れ
て

い
ま
す
。 

参
考
：
道
谷
卓
『
神
戸
歴
史
ト
リ
ッ
プ
』 

(

中
央
区
役
所)

他 
妙光院の馬頭観音 

（中央区神仙寺通） 

ＫＯＢＥの本棚 
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― 新しく入った本 ― 

絵
図
と
歩
く
ひ
ょ
う
ご
西
国
街
道 

大
国

正
美
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

江
戸
時
代
、
萩
（
山
口
県
）
の
毛
利

藩
に
『
行
程
記
』
と
い
う
街
道
絵
図
が

あ
っ
た
。
参
勤
交
代
で
江
戸
へ
向
か
う

藩
主
の
た
め
に
主
要
街
道
が
描
か
れ
た

も
の
だ
。
そ
の
中
か
ら
兵
庫
県
内
分
を

抜
き
出
し
、
図
版
を
見
開
き
で
紹
介
す

る
。
四
章
か
ら
成
り
、
第
二
章
で
は
、

神
戸
界
隈
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

著
者
は
読
み
解
く
う
ち
、
当
時
の
表

記
に
は
、
誤
り
が
少
な
く
な
い
こ
と
に

気
が
付
く
。
こ
れ
を
訂
正
し
な
が
ら
、

地
誌
と
し
て
も
よ
り
正
確
な
も
の
を
目

指
し
た
。 

美
し
い
絵
に
は
伝
承
や
和
歌
も
添
え

ら
れ
て
い
る
。
絵
師
の
興
味
を
引
い
た

そ
れ
ら
に
も
注
目
し
た
い
。 

            

幕
末
維
新
の
兵
庫
・
神
戸 

山
崎
整
（
神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

本
書
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期

ま
で
の
兵
庫
県
の
で
き
ご
と
を
、
地
方

か
ら
の
視
点
で
読
み
解
い
て
い
る
。 

 
 

例
え
ば
、
ハ
リ
ス
は
日
米
修
好
通
商

条
約
を
ま
と
め
た
人
物
だ
が
、
兵
庫
県

に
と
っ
て
は
「
兵
庫
を
開
港
し
た
」
人

で
あ
っ
た
。
西
南
戦
争
と
い
え
ば
九
州

だ
が
、
神
戸
は
補
給
の
後
方
基
地
の
役

割
を
担
い
、
そ
の
後
、
経
済
力
と
知
名

度
を
と
も
に
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

切
り
口
を
変
え
れ
ば
見
え
方
も
変
わ
る
、

歴
史
の
面
白
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

青
い
目
の
人
形
メ
リ
ー
の
旅 

西
村
恭
子

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

昭
和
の
は
じ
め
、
友
情
と
平
和
の
願

い
を
込
め
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
「
青
い
目

の
人
形
」
が
贈
ら
れ
た
。
太
平
洋
戦
争

の
中
で
敵
国
の
人
形
た
ち
は
過
酷
な
運

命
を
辿
っ
た
。
一
万
二
七
三
九
体
の
う

ち
、
現
在
全
国
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の

は
わ
ず
か
三
三
七
体
で
あ
る
。 

 

播
磨
町
に
残
る
人
形
メ
リ
ー
は
平
成

二
十
ニ
年
に
町
の
平
和
大
使
に
任
命
さ

れ
、
県
内
の
「
友
達
」
を
訪
ね
る
旅
に

出
る
。
戦
渦
や
災
害
の
中
で
人
形
を
守

り
続
け
た
人
々
の
想
い
が
、
旅
路
の
中

に
鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。 

わ
た
し
た
ち
の
住
吉 

内
田
雅
夫
編
（
住

吉
学
園
・
住
吉
歴
史
資
料
館
） 

東
灘
を
流
れ
る
住
吉
川
西
岸
に
あ
っ

た
住
吉
村
の
古
代
か
ら
戦
後
に
神
戸
市

と
合
併
す
る
ま
で
の
歴
史
を
ま
と
め
た
。 

村
が
大
き
く
発
展
し
た
の
は
江
戸
中

期
。
水
車
を
使
っ
た
製
油
や
精
米
、
御

影
石
の
切
出
し
で
財
を
な
す
豪
商
が
あ

ら
わ
れ
る
。
明
治
末
か
ら
昭
和
に
か
け

て
「
日
本
一
の
富
豪
村
」
と
呼
ば
れ
、

多
く
の
財
界
人
が
邸
宅
を
構
え
た
。 

詳
細
な
目
次
か
ら
本
住
吉
神
社
、
だ

ん
じ
り
、
渦
森
銅
鐸
、
灘
購
買
組
合
な

ど
興
味
の
あ
る
項
目
を
開
い
て
み
て
は
。 

 

父
よ
り
娘
へ
―
谷
崎
潤
一
郎
書
簡
集
― 

鮎
子
宛
書
簡
二
六
二
通
を
読
む 

谷
崎
潤

一
郎
著 

千
葉
俊
二
編
（
中
央
公
論
新
社
） 

谷
崎
潤
一
郎
と
最
初
の
妻
千
代
の
一

人
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
鮎
子
は
世
間
を

騒
が
せ
た
両
親
の
離
婚
、
再
婚
に
翻
弄

さ
れ
多
感
な
娘
時
代
を
過
ご
す
。
離
婚

に
よ
り
谷
崎
の
元
か
ら
去
っ
た
娘
へ
宛

て
た
二
六
二
通
の
手
紙
を
す
べ
て
収
録
。 

 
 

昭
和
五
年
、
十
四
歳
の
娘
へ
の
絵
葉

書
か
ら
始
ま
っ
た
手
紙
は
、
昭
和
三
十

三
年
ま
で
続
く
。
多
く
が
未
公
開
で

あ
っ
た
書
簡
か
ら
は
、
時
に
そ
っ
け
な

く
、
あ
る
時
は
娘
を
案
じ
る
谷
崎
の
父

と
し
て
の
顔
が
の
ぞ
く
。 

神
戸
闇
市
か
ら
の
復
興
―
占
領
下
に
せ
め

ぎ
あ
う
都
市
空
間 

村
上
し
ほ
り
（
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
） 

 
 

終
戦
直
後
、
三
宮
か
ら
元
町
に
か
け

て
、
高
架
下
に
出
現
し
た
闇
市
を
戦
災

復
興
の
原
点
と
し
て
捉
え
、
発
生
か
ら

衰
退
の
軌
跡
の
中
で
商
業
空
間
が
根
付

き
展
開
し
て
い
く
過
程
を
膨
大
な
資
料

を
駆
使
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 
 

営
業
者
や
住
民
な
ど
様
々
な
主
体
が

Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
地
方
行
政
が
行
う
取
り
締
ま

り
や
施
策
と
激
し
く
衝
突
し
せ
め
ぎ
合

う
中
で
、
戦
前
に
は
な
か
っ
た
都
市
商

業
集
積
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
筆

者
は
そ
こ
に
地
方
の
中
心
市
街
地
形
成

を
捉
え
直
そ
う
と
試
み
て
い
る
。 

 
 

戦
後
の
都
市
空
間
に
焦
点
を
当
て
た

実
証
研
究
の
成
果
で
あ
る
。 

            

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200245121&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200592874&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200245457&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200592862&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200245271&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200592889&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200243224&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200591808&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200242739&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200590018&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200244275&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200593120&type=CtlgBook


― 新しく入った本 ― 

                                神戸市                                                              
                                            

         

や
ち
ま
た
の
人
―
編
集
工
房
ノ
ア
著
者
追

悼
記
続 

涸
沢
純
平
（
編
集
工
房
ノ
ア
） 

 
 

関
西
の
文
芸
書
を
出
版
し
続
け
る 

編
集
工
房
ノ
ア
の
社
主
が
、
鬼
籍
に

入
っ
た
作
家
た
ち
と
の
思
い
出
を
語
る
。 

神
戸
の
詩
人
伊
勢
田
史
郎
が
亡
く

な
っ
た
時
に
は
、
仲
間
と
家
を
訪
れ
、

蔵
書
の
整
理
に
尽
力
し
、
生
前
打
合
わ

せ
て
い
た
本
が
完
成
し
た
。
図
書
館
や

書
物
に
親
し
む
日
常
を
随
筆
に
遺
し
た

須
磨
の
作
家
・
三
輪
正
道
に
つ
い
て
は
、

人
柄
や
最
後
の
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
る
。 

「
や
ち
ま
た
」
と
は
足
立
巻
一
の
著

書
に
由
来
す
る
。
生
き
て
ゆ
く
こ
と
は

絶
え
ず
幾
つ
に
も
分
か
れ
た
道
の
一
つ

を
選
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
作

家
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
た

著
者
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

           

エ
エ
マ
イ
シ
ャ
ツ
を
着
た
男
た
ち 

佐
藤

加
奈
フ
ォ
ト 

岡
田
嘉
夫
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ

ン
（
出
版
ワ
ー
ク
ス
） 

画
家
の
岡
田
氏
は
八
十
歳
を
過
ぎ
神

戸
で
老
後
を
過
ご
す
中
、
引
き
こ
も
り

が
ち
な
高
齢
者
が
多
い
と
気
づ
く
。
彼

ら
を
世
の
中
に
引
き
出
す
の
は
「
お

し
ゃ
れ
」
だ
と
考
え
て
本
書
を
企
画
し

た
。
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
派
手
で
奇
抜

な
シ
ャ
ツ
姿
で
登
場
す
る
の
は
、
街
で

出
会
っ
た
人
々
だ
。
日
常
の
風
景
の
中

で
に
こ
や
か
に
、
あ
る
い
は
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
に
、
装
い
を
披
露
す
る
。
年

齢
を
重
ね
た
男
た
ち
が
か
っ
こ
い
い
。 

 

黄
金
の
代
償 
福
田
和
代
（KADOKAWA

） 

妹
の
治
療
費
を
稼
ぐ
た
め
、
金
塊
強

奪
に
手
を
染
め
た
葉
山
。
強
奪
に
は
成

功
す
る
が
、
相
棒
・
ク
ロ
エ
は
死
亡
し
、

金
塊
は
行
方
不
明
に
な
る
。
葉
山
は
相

棒
の
死
の
真
相
と
金
塊
を
求
め
、
仲
間

と
奔
走
す
る
。
一
方
、
こ
の
事
件
を
捜

査
す
る
警
察
は
、
二
十
数
年
前
に
三
宮

の
街
中
で
華
麗
に
五
億
円
を
盗
ん
だ
あ

る
事
件
と
の
関
与
を
疑
う
。 

実
在
す
る
事
件
を
織
り
交
ぜ
、
神
戸

各
所
を
舞
台
に
し
た
の
は
、
神
戸
を
よ

く
知
る
著
者
な
ら
で
は
。
重
要
な
手
が

か
り
を
掴
む
場
と
し
て
図
書
館
も
登
場

し
て
い
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

<

異>

な
る
関
西 

日
本
近
代
文
学
会
関
西

支
部
編
集
委
員
会
編
（
田
畑
書
店
） 

イ
ン
ド
倶
楽
部
の
謎 

有
栖
川
有
栖
（
講

談
社
） 

                        

災
害
看
護
の
本
質
―
語
り
継
ぐ
黒
田
裕
子

の
実
践
と
思
想 

柳
田
邦
男 

酒
井
明
子
編

著
（
日
本
看
護
協
会
出
版
会
） 

再
論 

朝
鮮
人
強
制
連
行 

飛
田
雄
一
（
三

一
書
房
） 

       

 

城 ノブ じょう・のぶ  社会事業家 

 

城ノブは明治５年伊予国（今の愛媛県）に生まれました。18歳で 

ミッションスクールの松山女学校に入学しますが、洗礼を受けたこと 

で父親に勘当されます。家を出て横浜の聖経女学校神学部に入学し、 

卒業後は各地で教師などをしながら伝道活動を行い、婦人運動にも 

携わりました。大正元年 40歳の時、同郷の寺島ノブヘから頼まれ、 

彼女が経営する神戸養老院の運営を手助けするため来神します。 

 そして大正５年、神戸婦人同情会を創立し、下山手通の小さな一軒屋で婦人救済

の社会事業を始めました。女性の地位が低かった当時、貧しくて身売りされた娼妓

や身寄りのない母子など、苦境にある女性たちを保護する必要性を強く感じたため

でした。大正８年には自殺の名所であった須磨海岸付近に「一寸待て」の立て札を

掲げ、「死なねばならぬ事情のある方はいらして下さい」と呼びか 

けました。そうした活動は新聞や雑誌で紹介され、全国から助け 

を求めて多くの女性が訪れました。その後、受入施設を拡充し灘 

区青谷に母子寮と愛児園を開設します。戦争で施設が焼失しても 

再建し、87歳で亡くなるまで、社会的弱者であった女性の救済と 

自立支援にその生涯を捧げました。 

 

明治5年（1872）～昭和34年（1959） 

神戸  その⑮ 
あんな人こんな人 

 

参考：『一寸待て、神は愛なり 城ノブ物語』澤美晴著・発行 (2012) 

写真：『神戸婦人同情会二十年史』城一男編(神戸婦人同情会 1935) 

 

い 

・・・ 

ちょっと 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200245079&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200595563&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200246250&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200595449&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200243597&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200589280&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200245446&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200593597&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200241884&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200586949&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200237787&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200579889&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200244874&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200593182&type=CtlgBook
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花
時
計 

 

神
戸
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
長
年
親

し
ま
れ
て
き
た
「
こ
う
べ
花
時
計
」
の
移

転
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
、
約
四
か
月
が
経
ち

ま
し
た
。
市
役
所
本
庁
舎
の
再
整
備
の
た

め
姿
を
消
し
、
し
ば
ら
く
寂
し
い
日
が
続

き
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
今
ま
で
の
花
時

計
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

 

神
戸
に
花
時
計
が
完
成
し
た
の
は
、
昭

和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
ま
で
日
本
に
は
花
時
計
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
第
十
三
代
市
長
の
宮
崎
辰

雄
氏
が
助
役
で
あ
っ
た
時
、
出
張
で
欧
米

を
訪
れ
て
花
時
計
を
見
た
こ
と
が
発
案
の

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。 

高
度
経
済
成
長
期
は
、
日
本
全
体
が
開

発
に
追
わ
れ
て
い
て
、
景
観
施
設
を
作
る

と
い
う
考
え
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
時
代

で
す
。
そ
れ
で
も
宮
崎
氏
は
、
平
和
の
到

来
を
告
げ
る
よ
う
な
花
時
計
を
見
て
、
神

戸
の
街
が
求
め
て
い
る
も
の
は
こ
れ
だ
と

思
い
、
設
置
を
決
意
し
ま
し
た
。 

世
界
初
の
花
時
計
が
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
や
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル

サ
イ
ユ
な
ど
四
か
所
を
視
察
し
た
中
で
、

ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
も
の
が
モ
デ
ル

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

日
本
で
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
、

課
題
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
時
計
の
文
字

盤
の
上
部
分
を
花
壇
に
す
る
難
し
さ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
六
メ
ー
ト
ル
も
の
文
字

盤
を
使
う
時
計
自
体
、
国
内
に
は
ほ
ぼ
前

例
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
花
時
計
の
設
計
図
面
を
取

り
寄
せ
る
な
ど
し
て
、
海
外
の
事
例
を
参

考
に
研
究
を
進
め
た
そ
う
で
す
。 

資
金
面
で
は
、
高
価
な
景
観
施
設
に
公

費
を
使
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
風
潮
が

あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
団
体
の
神
戸
フ
ラ

ワ
ー
ソ
サ
イ
テ
ィ
を
は
じ
め
と
す
る
、
市

民
有
志
や
民
間
企
業
か
ら
の
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

        

花
時
計
に
使
用
す
る
花
は
、
背
の
低
い

品
種
が
適
し
て
い
ま
す
。
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や

ハ
ボ
タ
ン
な
ど
、
季
節
ご
と
に
違
う
花
を

揃
え
年
間
で
十
数
種
類
を
植
え
て
い
ま
す
。 

 
 

花
の
確
保
や
種
類
の
決
定
に
も
、
当
初
は

様
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
初
め

て
植
え
ら
れ
た
花
は
、
中
央
区
に
あ
る
相

楽
園
の
花
畑
で
育
て
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

初
め
の
数
年
間
は
相
楽
園
の
花
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
使
う
花
の
種
類
が
絞
ら

れ
一
種
類
ご
と
の
株
数
が
増
え
る
よ
う
に

な
る
と
、
複
数
の
場
所
で
花
を
用
意
す
る

必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
委
託
栽
培
の
ほ

か
、
正
式
に
開
園
す
る
前
で
あ
っ
た
須
磨

離
宮
公
園
に
も
花
畑
を
造
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

花
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
動
物
の
被
害

に
あ
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
七

年
（
一
九
七
二
）
の
春
に
は
、
植
え
か
え

後
三
時
間
で
ハ
ト
に
草
花
を
食
べ
尽
く
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
テ

ス
ト
の
結
果
、
キ
ク
科
の
花
が
食
べ
ら
れ

に
く
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
や
コ
ギ
ク
な
ど
の
使
用
頻
度
を

増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

花
で
描
く
図
柄
は
、

季
節
に
合
っ
た
イ
ラ

ス
ト
や
、
神
戸
ま
つ

り
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い
ま
す
。
ヴ
ィ
ッ

セ
ル
神
戸
に
ス
ペ
イ
ン
代
表
の
イ
ニ
エ
ス

タ
選
手
が
加
入
し
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
図

柄
な
ど
は
記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
記
念
行
事
で
は
デ
ザ
イ
ン
を

市
民
に
公
募
す
る
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
多

様
な
姿
を
楽
し
め
ま
す
。 

 

第
一
回
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
頃
ま
で
の

図
柄
は
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
発

行
の
『
花
時
計
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
花
時
計
に
似
せ
た
図
柄
か

ら
始
ま
り
、
初
め
は
時
計
の
文
字
盤
を
花

で
表
現
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
幾
何
学
模
様
、
そ
し

て
テ
ー
マ
を
持
っ
た
絵
柄
に
変
わ
っ
て
い

く
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

平
成
十
三
年
（
二
○
○
一
）
頃
か
ら
の

図
柄
は
、
神
戸
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
と
実
際

の
写
真
を
併
せ
て
見
ら
れ
、
懐
か
し
い
姿

を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

 
 

 

い
っ
た
ん
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た

「
こ
う
べ
花
時
計
」
で
す
が
、
東
遊
園
地

南
側
へ
の
暫
定
移
転
を
経
て
、
新
た
な

日
々
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
最
終

的
な
移
転
先
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

花
時
計
が
神
戸
の
街
で
親
し
ま
れ
る
存
在

と
し
て
、
変
わ
ら
ず
時
を
刻
み
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 
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